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第５学年 家庭科学習指導案 

場 所 ５年１組教室 

                           児 童 男１７名 女１６名 計３３名 

                           指導者 星 かすみ 

 

１ 題材名 

   夏のくらし改善プロジェクト 

 

２ 題材の指導構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導にあたって 

   そこで，生活をよりよくしようと工夫する子供を育むために，その実現に向けて，以下のような手立てを

とる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜深い学びの姿＞ 

 自分の生活の問題について解決し，健

康・快適で環境に配慮した夏の着方や住

まい方を考えて実践しようとする姿 

〔児童会活動〕 

現状の学校の課題とこれまでの委員会

活動や係活動での経験を関連付けること

で，目指す委員会像を達成するための取組

を明らかにする。（なぜ，その取組をする

のかを問う。） 

〔家庭科〕 
 自分の生活から見いだした問題と夏の

快適な着方や環境に配慮した住まい方を

関連付けることで，自分の生活の問題にあ

ったくらし方を明らかにする。（なぜ，その

くらし方がよいのかを問う。） 

学習指導要領 

「B衣食住の生活」 

（４）「衣服の着用と手入れ」 

ア（ア）「衣服の主な働きが分かり，季節や状況に応

じた日常着の快適な着方について理解すること。」 

イ「日常着の快適な着方や手入れの仕方を考え，工夫

すること。」 

（６）「快適な住まい方」 

ア（ア）「住まいの主な働きが分かり，季節の変化に

合わせた生活の大切さや住まい方について理解す

ること。」 

イ「季節の変化に合わせた住まい方，整理・整頓や清

掃の仕方を考え，適切な住まい方を工夫すること。」 

子供の経験 

 衣生活については，半袖や短パンなどの体を

覆う面積の少ない衣服や薄手の衣服を身に付け

るなど，無意識的に衣服を選ぶ子供が多い。さ

らに，体で温められた空気を逃がすために，衣

服の形や布の種類，色等を考えて着る子供はほ

とんどいない。また，住生活については，暑け

れば冷房機器を当たり前のように利用する家庭

が多く，学校にもエアコンが設置されたことも

あり，冷房機器は子供たちの生活の中で身近な

物となっている。しかし，冷房機器が環境に与

える影響や自然の力を活用して快適に過ごす方

法について考えている子供はほとんどいない。 

子供の資質・能力 

日頃から家庭生活や家族

の仕事に関心をもち，自分に

できることを増やしたいと

いう思いをもち学習に臨む

子供が多い。生活の営みに係

る見方・考え方については，

４つの視点があることにつ

いては共有しているが，家庭

科の学習が始まって日が浅

く，それぞれの視点にもとづ

いて考える経験は少ない。こ

れから理解を深めていく段

階である。 

 

 学習の系統性

（学習前） 
５年 家庭科 

「整理・整とんで

快適に」 

・ 住まいの整

理・整頓の仕方

を実践的・体験

的な学習を通し

て理解し，工夫

した。 

 

学習の系統性

（学習後） 
６年 家庭科 

「冬のくらし改善

プロジェクト」 

・ 寒さを防ぐ着

方や住まい方を

実践的・体験的な

学習を通して理

解し，工夫する。 

 

 

題材について 

 本題材では，自分自身の夏の過ごし方について，衣生活と住生活の両方から問題

を見いだし，より過ごしやすく生活するための改善策を考えていく。また，本題材

では，重視する生活の営みに係る見方・考え方を，衣生活においては「健康・快適」，

住生活においては「持続可能な社会の構築」として，小題材のまとまりごとに分け

て学習していく。そうすることで，生活の営みに係る見方・考え方について理解を

深めながらも，自分自身の生活から問題を見いだし，自分の力で解決していく過程

を通して，生活をよりよくしようと工夫する子供を育成することをねらいとしてい

る。 

〔日常生活〕 

 現状のあいさつの問題とこれまでに気

持ちのよい気分になったあいさつの経験

を関連付けることで，よりよいあいさつの

仕方を明らかにする。（なぜ，そのように

あいさつをするのかを問う。） 

〔総合的な学習の時間〕 

 フードロスの現状とこれまでの学習

で得た知識を関連付けることで，現状に

合った取組を明らかにする。（なぜ，そ

の取組をするのかを問う。） 

〔道徳科〕 

 男女で助け合えていない現状と資料

を通して学んだ考え方を関連付けるこ

とで，今後の関わり方を明らかにする。

（なぜ，そのような行動をするのかを問

う。） 
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視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

子供が，日常生活の中から問題を見いだして解決する活動を通して，生活をよりよくしようと工夫するため

に，次の手立てを講じる。 

・ 学習の最後には子供自身が，自分の生活の問題を解決し，夏のくらしについて自ら工夫することができる

ように，重視する生活の営みに係る見方・考え方を小題材ごとに「健康・快適」と「持続可能な社会の構築」

とし，題材を通してこの見方・考え方にもとづいて考える場面を設定する。 

・  盛岡の夏のくらしに目を向け，自分の生活から問題を見いだすことができるように，社会科の「自然条件

と人々のくらし」の学習との関連を図り，他の地域と比較する活動を位置付ける。さらに，環境に配慮した

生活の必要性を感じられるように，冷房機器を使用した際の電気量や環境への影響について示した資料を提

示する。 

・ 子供自身が問題を見いだして解決できるように，環境に配慮した夏の住まい方を探るために学習したいこ

とを子供たちに問い，子供と共に学習計画を立てる。 

・ 子供が自身の学びや成長を自覚したり，学んだことを日常生活に活かしたりすることができるように，題

材の最初と最後に夏の住まい方について，自分の考えをまとめる活動を位置付け，比較を促す。 

 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

・ 子供一人一人が夏の自分の家庭生活を改善したいという思いをもつことができるよう，前時までの振り返

りをもとに，子供の思いや願いを取り上げ，全体で共有して課題を設定する。 

・ 子供が自分の力で家庭生活の問題を解決することができるよう，実践的・体験的な活動の際の子供のつぶ

やきを取り上げ，必要感のある考える場面を設定する。 

・ 子供が家庭生活の問題を自分の力で解決することができたという自覚ができるよう，振り返りの場面にお

いて，できるようになったことやその理由の視点で振り返りを促す。 

 

４ 題材の指導計画 

（１）目標 

・ 衣服や住まいの主な働きが分かり，夏における日常着の快適な着方，季節の変化に合わせた生活の大切さ

や夏の住まい方，環境に配慮した物（冷房機器等）の使い方について理解する。   【知識及び技能】 

・ 夏における日常着の快適な着方や住まい方及び環境に配慮した物（冷房機器等）の使い方について問題を

見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，実践を評価・改善し，考えたことを表現するなどして課

題を解決する力を身に付ける。                     【思考力，判断力，表現力等】 

・ 家族の一員として，生活をよりよくしようと，夏における日常着の快適な着方や住まい方及び環境に配慮

した物（冷房機器等）の使い方について，課題の解決に向けて主体的に取り組んだり，振り返って改善した

りして，生活を工夫し，実践しようとする。               【学びに向かう力，人間性等】 

 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 衣服の主な働きが分かり，夏におけ

る日常着の快適な着方について理解し

ている。 

・ 住まいの主な働きが分かり，季節の

変化に合わせた生活の大切さや夏の住

まい方について理解している。 

・ 環境に配慮した物（冷房機器等）の

使い方について理解している。  

・ 夏における日常着の快適な着方や住

まい方及び環境に配慮した物（冷房機器

等）の使い方について問題を見いだして

課題を設定し，様々な解決方法を考え，

実践を評価・改善し，考えたことを表現

するなどして課題を解決する力を身に

付けている。 

・ 家族の一員として，生活をよりよく

しようと，夏における日常着の快適な

着方や住まい方及び環境に配慮した物

（冷房機器等）の使い方について，課

題の解決に向けて主体的に取り組んだ

り，振り返って改善したりして，生活

を工夫し，実践しようとしている。 
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（３）指導計画（１０時間） 

小
題
材 

時
間 学習活動 

 

指導の手立て 

考
え
る
た
め 

 
 

の
技
法 

主な評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

夏
の
家
庭
生
活
を
振
り
返
ろ
う 

 

 

 

 

 

１ 

・ 社会で学習した地域と比較し，盛

岡の自然条件に目を向け，夏のく

らしの問題を見いだす。 

・ 問題を解決するためにできそう

なことを考え，題材の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

・ 盛岡の夏は暑く過ごしにくい

ことに気付くことができるよ

う，昨年の他の地域と盛岡の最

高気温を示す。 

・ 着方と住まい方について考え

ていくという見通しをもつこと

ができるよう，子供の意見を着

方と住まい方に分類しながら板

書する。 

比
較
す
る 

関
連
付
け
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ これまでの生活経験をも

とに，夏における日常着の

快適な着方や住まい方につ

いて自分の生活から問題を

見いだしている。   

【発言，ノート】 

・ 夏にお

ける日常

着の快適

な着方や

住まい方

及び環境

に配慮し

た物（冷

房 機 器

等）の使

い方につ

いて，課

題の解決

に向けて

自ら進ん

で取り組

もうとし

ている。 

【発言，観

察】 

 

・ 夏にお

ける日常

着の快適

な着方や

住まい方

及び環境

に配慮し

た物（冷

房 機 器

等）の使

い方につ

いて，課

題解決に

向けた一

連の活動

を振り返

って改善

しようと

し て い

る。 

【発言，観

察】 

 

・ 夏にお

ける日常

着の快適

な着方や

住まい方

及び環境

に配慮し

た物（冷房

機器等）の

使い方に

ついて工

夫し，実践

しようと

している。 

【発言，観

察，カー

ド】 

夏
の
着
方
を
改
善
し
よ
う 

２ 

・ 着方についての自分の問題点を

考える。 

・ 自分の課題を見いだすことが

できるよう，前時に出された快

適具合をもとに考えるよう促

す。 

関
連
付
け
る 

 ・ これまでの生活経験をも

とに，夏における日常着の

快適な着方について具体的

な問題を見いだしている。     

【発言，ノート】 

３
・
４ 

・ 快適な着方について調べ活動を

行う。 

・ 調べたことを検証する。 

・通気性実験（縫い目の粗さ） 

・吸水性実験 ・服の形 

・衣服の色（暖色と寒色） 

・ 一人一人が課題解決の糸口を

見つけられるよう，自分の問題

に沿って調べるよう促す。 

・ 衣服の働きについて理解でき

るよう，実験結果を比較するよ

う促す。 

関
連
付
け
る 

比
較
す
る 

・ 衣服の主な働き

が分かり，夏にお

ける日常着の快適

な着方について理

解している。 

【発言，ノート】 

 

５ 

・ 快適な着方についてまとめ，解決

策を考える。 

・ 自分の問題点に合った解決策

を考えられるよう，自分の生活

の問題とこれまでの学習とのつ

ながりが見える掲示やカードの

工夫をする。 

関
連
付
け
る 

 ・ これまでの学習をもと

に，自分の生活の問題に合

った解決策を考え，工夫し

ている。 【発言，ノート】 

課外 ・ 計画を実践する。 

夏
の
住
ま
い
方
を
改
善
し
よ
う 

 

６ 

・ 冷房機器が与える影響について

考える。 

・ 住まい方についての自分の家の

問題点を見いだす。 

・ 一人一人が課題解決の糸口を

見つけられるよう，自分の問題

に沿って調べるよう促す。 
関
連
付
け
る 

 ・ これまでの生活経験と資

料を関連付け，自分の生活

から夏の環境に配慮した

冷房機器等の使い方につ

いて課題を設定している。  

【発言，ノート】 

７
・
８ 

・ 環境に配慮した住まい方につい

て調べ活動を行う。 

・ 調べたことを検証する。 

・通風（窓の開け方） 

・日光を遮る（よしず，すだれ） 

・音（風鈴） 

・気温を下げる（打ち水） 

 

・ 住まい方について理解できる

よう，実験結果を比較するよう

促す。 

・ 自分の問題点に合った解決策

を考えられるよう，自分の生活

の問題とこれまでの学習とのつ

ながりが見える掲示やカードの

工夫をする。 

比
較
す
る 

関
連
付
け
る 

・ 住まいの主な働

きが分かり，季節

の変化に合わせた

生活の大切さや夏

の住まい方，環境

に配慮した物（冷

房機器等）の使い

方について理解し

ている。 

【発言，ノート】 

 

 

９
（
本
時
） 

・ 環境に配慮した住まい方につい

てまとめ，解決策を考える。 

 

・ 自分の問題点に合った解決策

を考えられるよう，自分の生活

の問題とこれまでの学習とのつ

ながりが見える掲示やカードの

工夫をする。 

関
連
付
け
る 

 

 ・ 自分の生活から見いだし

た問題と，実験を通して明

らかになった環境に配慮し

た住まい方の工夫を関連付

けて，自分の生活における

解決策を考えている 

【発言，ノート】 
課外 ・ 計画を実践する。 

夏
の
自
分
の
家
庭
生
活
を
改
善
し
よ
う 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

・ 実践の振り返りをし，計画を改善

する。 

・ 題材の振り返りをする。 

・ 自分の問題点に合った解決策

を考えられるよう，実践をもと

に計画を見直したりするよう促

す。 

・ 題材の課題について自分の言

葉でまとめ，振り返りをするよ

う促す。 

関
連
付
け
る 

 ・ 夏における日常着の快適

な着方や住まい方，環境に

配慮した住まい方につい

て，実践を評価したり，改

善したりしている。  

【発言，ノート】 

・ 夏における日常着の快適

な着方や環境に配慮した住

まい方についての課題解決

に向けた一連の活動につい

て，考えたことを分かりや

すく表現している。  

【発言，観察】 

『夏の家庭生活を改善しよう。』 

①夏の着方を改善しよう。 

②夏の住まい方を改善しよう。 
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５ 本時の指導計画 

（１）目標（活用する「考えるための技法」関連付ける） 

自分の生活から見いだした問題と夏における環境に配慮した住まい方の工夫を関連付け，解決策を考え

ることができる。                         【思考力，判断力，表現力等】 

（２）評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

自分の生活から見いだした問題と，実験を通して明らかにな

った環境に配慮した住まい方の工夫を関連付けて，自分の生活

における解決策を考えている。     [思考・判断・表現] 

自分の生活から見いだした問題を確認するよう促したり，

板書を振り返るよう声がけしたりすることで，自分の家庭生

活の問題点に合った夏の住まい方について考えることができ

るようにする。 

（３）展開           

段

階 

主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料等 

導 

入 

３ 

分 

１ 本時の課題を確認する。 

 

 

・ 本時の課題意識を一人一人がもつことができるよう，

他のグループの結果を知りたいという子供の思いを全

体で共有する。 

 

展
開 

 

２
７
分 

２ 前時の実験結果を交流する。 

 

 

 

 

 

 

３ エコな住まい方の工夫についてまと

める。 

・ 一人一人ができるだけ実感を伴って他グループの実

験結果を捉えることができるよう，実験の様子を必要に

応じICTを活用して示すよう促し，結果を板書する。 

 

 

 

 

・ 住まい方の工夫のよさを実感することができるよう，

よさを問うたり，実験結果につながる資料を提示したり

する。 

・ エコな住まい方についての考えを広げることができ

るよう，交流して分かったエコな住まい方を自分でまと

めるよう促す。 

・紙板書（実験内

容・結果） 

・子供用PC 

・実験結果につ

ながる資料 

ま
と
め 

 

１
５
分 

４ 自分の解決策を考える。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返りをする。 

 

 

 

 

・ 実験結果をもとに解決策を考えられるよう，子供が考

える際に板書や自分のワークシートを手掛かりとする

ことを促す。 

◇ 自分の生活から見いだした問題と，実験を通して明ら

かになった環境に配慮した住まい方を関連付けて，自分

の生活における解決策を考えている。      

【思 発言・カード】 

・ 一人一人の学びを実感できるよう，初めに考えた解決

策と本時考えた解決策を比較して振り返るよう促す。ま

た，初めと比べて，より多くの解決策やその理由を書け

るようになったことを記述している子供の振り返りの

結果を取り上げ，全体で共有する。 

・紙板書（実験内

容・結果） 

・ワークシート 

夏の住まい方の工夫をまとめよう。 

手立て② 

 学習した住まい方の工夫をもとにさらによりよい解

決策を考えたいと思いをもつことができるよう，初め

に考えた解決策でよいか問う。 

手立て① 

 住まい方の工夫のよさを視覚的に捉えることができ

るよう，問題と実験方法，結果，そこから分かることの

つながりが見えるように可視化する。 

・ 通風 

・ よしず，すだれ 

・ 風鈴 

・ 打ち水 

 

・ 扇風機だけでは暑いから，窓を２か

所開けて風の通り道を作る。 

・ 打ち水をして家の周りの温度を下

げ，さらに風鈴の音で涼しさを感じら

れるようにする。 

・ 初めは，ただ窓を開ければよいと思

っていたけれど，風の通り道を作るよ

うに開けることがよいと分かった。 

・ 初めは解決策を考えることができな

かったけれど，実験したり皆の話を聞

いたりして，窓を開けて風の通り道を

作ったり，風鈴の音が涼しさを感じさ

せたりと，自分の家でできそうな工夫

を考えることができた。 
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